
東
京
岡
書
院
護
行
）
〔
肥
後
〕

　
　
　
⑭
加
賀
藩
史
料
第
二
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侯
爵
　
前
田
家
編
輯
部
編

　
第
凪
編
に
つ
い
で
慶
長
十
一
年
よ
り
寛
永
十
七
年
に
至
る
大
阪

陣
を
韓
機
ε
し
て
幕
府
の
諸
施
設
の
實
施
さ
る
・
に
件
ひ
整
備
さ

れ
た
藩
政
の
諸
事
項
、
経
回
、
風
俗
等
の
諸
事
象
が
細
大
網
羅
さ

れ
て
る
る
。
統
一
的
な
幕
府
治
下
に
於
い
て
侮
各
自
特
殊
の
歴
史

を
経
過
し
た
昏
藩
個
々
の
研
究
か
要
整
せ
ら
れ
る
時
一
般
に
は
容

易
に
鰯
れ
得
な
い
藩
の
記
録
に
基
い
て
根
本
的
な
整
理
が
行
は
れ

る
事
は
大
に
望
蔑
し
い
事
で
あ
る
。
た
草
；
口
希
望
す
る
所
は
頭

詳
が
軍
に
考
異
注
脚
を
加
へ
ら
る
る
の
を
其
等
は
行
間
に
挿
入
し

代
り
に
重
要
事
項
を
記
さ
る
れ
ば
利
用
空
値
の
更
に
大
な
る
も
の

が
あ
る
ミ
思
は
れ
る
。
（
描
版
一
〇
一
二
頁
し
非
鞭
買
品
）
〔
藤
〕

　
　
⑳
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

　
　
　
　
第
一
輯

大
阪
府
は
さ
き
に
府
下
の
史
蹟
名
勝
天
然
詑
念
物
に
驕
す
る
概

　
　
紹
　
　
　
　
介

据
的
調
査
報
告
書
を
出
す
二
ε
五
班
に
及
ん
だ
が
今
や
更
に
そ
の

精
査
報
告
書
ミ
構
す
べ
き
も
の
・
第
一
輯
を
出
さ
れ
る
に
至
っ
た

事
は
慶
賀
に
堪
へ
な
い
。
牧
む
る
ざ
こ
ろ
九
項
、
就
中
通
法
寺
蛙
、

狭
山
池
、
菅
生
神
肚
、
・
今
城
塚
四
天
王
寺
出
土
瓦
等
を
圭
な
る
も

の
ミ
す
る
。
（
四
六
倍
判
、
本
文
一
五
続
落
、
岡
版
三
＋
八
葉
、

乱
費
品
、
大
阪
府
勤
行
）
〔
肥
後
〕

　
　
　
⑳
大
阪
府
官
懲
…
肚
糊
目
慣
行
紳
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
編

　
大
阪
府
下
の
官
幣
祉
住
吉
、
大
鳥
、
生
國
魂
、
板
岡
、
水
無
瀬
、

四
條
畷
諸
肚
の
現
行
特
殊
沸
事
を
起
源
並
沿
革
，
神
事
執
行
の
模

襟
の
工
項
に
分
ち
、
多
数
の
宣
…
眞
を
加
へ
て
興
味
あ
る
解
論
を
施

し
た
も
の
で
あ
る
。
其
中
住
吉
沸
祉
の
＋
種
撃
退
が
全
頁
の
三
分

の
二
を
占
め
て
解
物
さ
れ
て
る
る
。
爾
其
際
名
所
圏
會
類
に
見
え

た
薔
儀
を
多
数
牧
め
て
現
行
の
も
の
ε
の
比
較
を
試
み
興
味
を
添

へ
て
る
る
用
意
あ
る
編
纂
を
多
ε
し
た
い
。
本
書
は
興
味
を
交
へ

た
通
俗
的
な
小
冊
子
で
は
あ
る
。
然
し
近
時
急
激
に
成
長
し
た
民

族
學
の
髄
質
ミ
し
て
群
羊
、
特
に
紳
事
が
古
代
思
想
生
活
の
残
存

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
三
號
　
　
四
五
五

（　l13　）


